
第
三
三
六
回
（
五
一
一
回
） 

<

読
書
会>

例
会
資
料 

テ
ク
ス
ト 

『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
』
片
山
敏
彦
訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
一
六
年
三
月
二
十
六
日
（
土
）
午
後
二
時
―
四
時 

作
成 

清
原
章
夫 

 
 
 

今
月
の
音
楽 

 

 

一
．
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
（
独
・
一
七
七
〇
～
一
八
二
七
年
） 

 

ド
レ
ス
ラ
ー
の
行
進
曲
に
よ
る
九
つ
の
変
奏
曲 

ハ
短
調WoO.
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作
品
番

号
な
し
の
作
品
は
、
一
九
五
五
年
に
キ
ン
ス
キ
ー
と
ハ
ル
ム
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
。
作
品
番
号
は
一
三
八
ま

で
あ
り
、
作
品
番
号
な
し
は
二
〇
五
曲
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。） 

（
一
）
演
奏 

ル
ド
ル
フ
・
ブ
ッ
フ
ビ
ン
ダ
ー
：
ピ
ア
ノ
（
演
奏
時
間
：
約
十
五
分
） 

（
二
）
曲
目
解
説 

少
年
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
一
一
歳
だ
っ
た
一
七
八
二
年
中
頃
に
作
曲
し
た
、
現
在
知
ら
れ
て
い

る
限
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
最
初
の
作
品
で
あ
り
、
初
め
て
出
版
さ
れ
た
作
品
で
も
あ
る
。 

こ
の
こ
ろ
彼
は
ネ
ー
フ
ェ
（
一
七
四
八
～
一
七
九
八
年
）
に
師
事
し
て
本
格
的
な
作
曲
を
学
ん
で
い
た
。 

そ
の
ネ
ー
フ
ェ
の
勧
め
と
援
助
に
よ
っ
て
、
一
七
八
二
年
末
か
ら
一
七
八
三
年
の
初
め
に
マ
ン
ハ
イ
ム
の
ゲ

ッ
ツ
社
か
ら
三
十
六
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
の
価
格
で
出
版
さ
れ
た
。 

ネ
ー
フ
ェ
は
一
七
八
三
年
三
月
二
日
号
の
『
音
楽
雑
誌
』
に
匿
名
で
、「
ケ
ル
ン
選
帝
侯
国
の
音
楽
事
情
」

と
い
う
記
事
を
書
い
た
。 

「
・
・
・
ル
ー
イ
・
ヴ
ァ
ン
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
先
に
述
べ
た
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
息
子
で
十
一
歳
の
少
年
。

前
途
有
望
な
才
能
の
持
ち
主
で
、
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
を
上
手
に
力
強
く
演
奏
し
、・
・
・
・
現
在
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
は
作
曲
の
勉
強
を
し
て
お
り
、
彼
を
励
ま
す
た
め
に
ネ
ー
フ
ェ
氏
は
行
進
曲
を
テ
ー
マ
と
す
る
ク
ラ
ヴ
ィ

ー
ア
の
た
め
の
九
つ
の
変
奏
曲
を
出
版
さ
せ
た
。
こ
の
若
き
天
才
は
、
留
学
の
た
め
の
援
助
を
う
け
る
資
格

が
あ
る
。
最
初
と
同
じ
く
た
ゆ
ま
ず
進
歩
を
続
け
る
な
ら
、
必
ず
や
第
二
の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ー

ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
」 

 
 
 
 
 

ド
レ
ス
ラ
ー
は
作
曲
家
と
し
て
よ
り
優
れ
た
テ
ノ
ー
ル
歌
手
と
し
て
、
ヴ
ィ
ー
ン
と
カ
ッ
セ
ル
で
活
躍
し

た
。
一
七
五
五
年
以
降
、
カ
ッ
セ
ル
の
宮
廷
歌
手
に
な
っ
た
。
作
品
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
が
用
い
た
行
進
曲
の
原
典
は
不
明
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

初
め
て
の
作
品
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
変
奏
曲
で

あ
る
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
変
奏
曲
は
作
曲
の
語
法
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
即
興
演
奏
の
重
要
な

技
法
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
最
初
、
作
曲
家
と
し
て
よ
り
も
優
れ
た
ピ

ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
彼
に
と
っ
て
『
運
命
』
を
表
す
調
性
と
な
る
〈
ハ
短
調
〉
で
あ
っ
た
の
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ

う
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ま
だ
耳
の
病
気
は
発
症
し
て
お
ら
ず
、
人
生
の
苦
悩
な
ど
知
ら

な
か
っ
た
の
で
偶
然
に
選
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 

そ
し
て
、
ハ
短
調
で
始
ま
っ
た
主
題
が
ハ
長
調
で
終
結
す
る
構
成
は
、
そ
の
後
『
悩
み
を
つ
き
抜
け
て
歓
喜 

に
到
れ
！
』
と
い
う
思
想
を
表
し
た
、
同
じ
ハ
短
調
の
交
響
曲
第
五
番
『
運
命
』
や
、
弦
楽
四
重
奏
曲
第
四
番
、 

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
八
番
『
悲
愴
』、
最
後
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
三
二
番
ま
で
生
涯
を
と
お
し
て
、
繰
り
返
し
用 

 

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 



 
 

  


